
高校生が情報を得るときの存在につい
て  福井県立武生高等学校　橋本　碧 

＜動機＞ 
私の家は、新聞をとっていて、常に新聞が机に置いてある。わたしは高校受験の時に、対策として読んでいたが、最近は読まなくなっていた。そ
こで、私と同じ高校生は新聞を読んでいるのか、私みたいに読まない人に共通点はあるのか、と疑問に思い、調査することにした。 
＜仮説＞ 
現在では、インターネットが普及し、スマホなどで簡単に情報を得ることができるため、家庭で新聞を購読する習慣が失われつつあり、新聞の
発行部数は減少傾向にある。 
➡私は「高校生が情報を得るときに、新聞の存在は薄れつつある」と予想した。 
 
 

＜調査方法＞ 
1.新聞について調べる

2.全校生徒にアンケート

＜アンケート内容＞
①あなたは何でニュースを見ますか?(複数回答可)
・テレビ　・新聞　・スマホ(ネットニュースなど)　
・見ない　・その他

②どのくらいの頻度でニュースを見ますか?
・毎日　・週4くらい　・週2くらい　・ほとんどど見ない

③あなたの家は新聞をとっていますか?
・はい　・いいえ

④新聞を読まない理由を答えてください。(記述回答)

 
＜考察＞ 
 
 

＜結果1＞
新聞はあらゆる分野で記者が取材を通じて得た情報を分析、整理し、
多様な論評なども加えながら一つのパッケージにして安定的に読者に
提供している。　

　　　　　総合的な知識、情報を読み解く力がつく　　

　　　　　　偏りなく情報を得ることができる　　　　　

　　　　　　　強みは　取材力

＜結果２＞①のグラフ

　　　　高校生　　　　　　　　先生　

＜結論＞
○高校生で情報を得る際に新聞を利用する人は少なく、「時間がない」

ということが、読まない人の主な共通点である。

➡現時点で、高校生が情報を得るときの新聞の存在は薄れていると

考えられる。

得られた回答
１年生　６６人
２年生　４９人
３年生　４７人
先生　　３２人
計　　１９６人

②のグラフ ③のグラフ

④のグラフ

真逆！！

家で新聞はとっているけれど、
自分の意志でとっているのでは
なく両親や祖父母がとっている
だけなので読まない人が多い！

＜今後の展望＞
・対象を増やしたい！
・新聞を読んでもらえるような解決策を考える

＜結果１＞より
・新聞
たくさんの情報が記載され、それを読み解く必要がある
➡時間がかかる

・テレビやネットニュース
手軽にかつ別のことをしながら情報を手に入れることができる

※タイパが重視される今の社会では主な情報

源となっているのではないか


